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とちぎ材の家づくり支援事業

ビジターセンター自然散策プログラム

県産木材を一定量以上使用した住宅の新
築・増改築の費用を補助します。

▶�補助金額　県産木材の使用量に応じて
5～40万円（新築）、5～15万円（増改築）

※伝統工芸品などの使用で上乗せあり。
※補助金交付には条件あり。
▶申請先
　県木材業協同組合連合会
▶問い合わせ
　県林業木材産業課
　☎�028(623)3277

ネイチャーウオーク大沼公園
初夏の山野草と樹木をじっくり観察！
モリアオガエルと初夏の森
▶�とき
　①6月10日㈮・11日㈯　各回9:30～12:30
　②6月12日㈰　9:30～14:30
※②は新湯富士コース含む。
※�年間を通してプログラム開催中。
※�ホームページからも申し込み可。
▶申し込み・問い合わせ
　塩原温泉ビジターセンター
　☎�0287(32)3050
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ビジタープログラム参加者　
土田 民

た み え
江さん(宇都宮市)

自然が好きでよく散策などに行くので
すが、那須塩原の植生は他地域に比べ
て豊かだと思います。初のビジター利
用では、コンダクターが丁寧にガイド
をしてくださることもあり、一人では
見逃してしまうような植物にも気づく
ことができました。今回参加した4月
下旬はスミレが特にきれいでした。今
しか見られないこの瞬間を楽しめるの
が自然、森林の良さだと思います。

季節ごとの移ろいを
感じさせてくれるのが森林

［赤松材を用いた経
きょうぎ

木］
経木は、木を薄く削りだしたも
の。もともとは紙の代わりの記
録媒体として用いられたが、木
の持つ通気性や抗菌作用など
を生かし、包装材としても利用
されてきた。国産の赤松を用い
た島倉産業㈱（三区町）の経木
は、那須塩原ブランドの認定品
の一つ。10月に本市で行われ
る「いちご一会とちぎ国体・と
ちぎ大会」の弁当箱にも活用さ
れる予定

［木材をふんだんに
使った那須塩原市
図書館　みるる］
木のぬくもりが感
じられる館内。公
共施設でも国産材
を主とした木材利
用が進む
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